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Ⅰ  平成 28年度事業報告  

 

 

平成 28年度にお け る内閣府 公 表の 経 済 報告 で は、景 気 は 、一 部 に 改 善 の

遅 れ も み ら れ る が 、 緩 や か な 回 復 基 調 が 続 い て い る と し て い ま す 。 ま た 、

海 外 経 済 の 不 確 実 性 や 金 融 資 本 市 場 の 変 動 の 影 響 に 留 意 が 必 要 と さ れ て

いますが 、今 後も 雇用・所得環 境の 改善 が続 き、緩 や か に 景 気 回 復 す る こ

とが期待 されて い るとして いま す 。  

しか しな がら、全国 百貨店の 業績は 、13ヵ月 連続 で 前 年 割 れ と な る な ど 、

流 通 小 売 業 を 取 り 巻 く 環 境 は 依 然 と し て 厳 し く 、 武 蔵 野 市 内 に お い て も 、

大型店を 中心に 厳 しい状況 が続 い て いま す。こ れら の 要 因 と し て 、少 子 高

齢化やイ ンター ネ ット通販 の急 拡 大 、「物 の消 費 」か ら「 コ ト の 消 費 」へ

の消費性 向の転 換 など社会 構造 の 変 化が あげ ら れま す 。こ の よ う な 経 済 情

勢や社会 構造を 背 景に、当年 度は２ つ のテーマ を中心 に 事 業 に 取 り 組 み ま

した。  

ビ ル 経 営 面 で は 、 コ ピ ス 吉 祥 寺 の 大 規 模 リ ニ ュ ー ア ル を 完 了 し ま し た 。

施設の顔 には、ネ ー ムバリュ ーのあ る 飲食店舗 を誘致 し た 新 し い 試 み を 行

いました 。施設と して開業 以来重 ね た実績を ベース に 、よ り 街 に 根 付 い て

地域と結 び付く よ う、日 常使い の“食 ”のフ ロア の 充 実 も 一 つ の 柱 と し ま

した。また、生活感 度の高い 吉祥寺 大 人世代に 向け 、こ だ わ り の ア イ テ ム

や新たな ライフ ス タイルを 提案 し、ゆ っくりと 滞留で き る コ ミ ュ ニ テ ィ 空

間を目指 しまし た 。一方、街 の景観 の 向上など により 街 の 魅 力 や 価 値 を 高

めるため 、施設周 辺 に緑や憩 いの空 間 を提供す る環 境 整 備 を 合 わ せ て 行 い

ました。  

今 後 の 社 会 構 造 の 変 化 に 長 期 的 に ど の よ う に 対 応 し て い く か が 吉 祥 寺

のまちづ くりの 大 きな課題 です 。ま ちづくり 事業で は 、こ れ ま で の 吉 祥 寺

の ま ち づ く り の 歴 史 を 踏 ま え 、 20年 ～ 30年 後 の 「 吉 祥 寺 の ま ち の あ り 方 」

の研究の 取り組 み をはじめ まし た。吉 祥寺を取 り巻く 環 境 の 変 化 や 課 題 を

抽出し、ど のよう な 考え方を 持って 建 物更新等 のまち づ く り に 取 り 組 ん で

いくのか 。そ の共 有すべき「吉 祥 寺 の ポリ シ ー 」を提 案 し て い く た め の 準

備を行い ました 。  
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１． 業 務 の 概 要  

（１ ） 都 市 整 備再 開発 事 業（ 定 款 第 ４ 条 第 １項 第 １ 号 事 業 ）  

 

①   吉 祥寺 ポリシ ー（仮称）につ いては 、これま で の 既 往 資 料 の 整 理 を

は じめ、フ ィール ドワーク やワー ク ショップ、イ ン タ ビ ュ ー 、座 談 会

等 により、吉祥寺 のまちの 現状把 握 や分析等 を 行 い ま し た 。今 後 、吉

祥 寺に関 わる人 た ちが共有 すべき 理 念につい て ま と め 、発 信 し て い く

た め、引 続き検 討 を進めて いく予 定 です。  

 

②   吉 祥 寺 駅 南 口 再 開 発 準 備 組 合 の 活 動 に お け る 理 事 会 へ 出 席 し て の

支 援・助言や 、吉祥 寺東部地 区街づ く り協議会 へ の ア ド バ イ ザ ー と し

て の支援 、ベル ロ ー ド 維 持 管 理 協 議 会 へ の 事 務 局 支 援 を 行 い ま し た 。 

 

③   吉 祥寺 本町一 丁 目 23番街区 の暫 定 駐 輪場 の 有 効 活 用 に つ い て 、ニ ー

ズ 調査、 事業性 の 検討を行 いまし た 。  

 

④   吉 祥寺 セント ラ ル地区に おける 建 物更新に つ い て 、昨 年 度 実 施 し た

勉 強会か ら、個別事 例におけ る事 業 性 等を 踏ま え 、建 替 え の 実 現 性 に

向 けた検 討を行 い ました。  

 

⑤   ハ モ ニ カ 横 丁 に お け る 安 全 性 向 上 を 目 的 に ま ち 場 と の 会 合 に 参 加

し ました 。また 、 個別建替 えの手 法 に関する 研 究 も 進 め ま し た 。  

 

（２ ） 都 市 緑 化環 境保 全 事業 （ 定 款 第 ４ 条 第１ 項 第 ２ 号 事 業 ）  

 

①  都市部 の緑化 に よるまち の景観 改 善 や快 適 性 の 向 上 に 向 け 、エ フエ

フ ビ ル の 吉 祥 寺 デ ッ キ 周 り や ペ ニ ー レ ー ン 等 を 中 心 に 新 た な 緑 化 を

行いまし た。  

 

②  エフエ フビル を 活用して 環境に 配 慮した取 組 みを 実 施 し ま し た 。吉

祥 空園 soraは、樹木 を新たに 配置し 緑 量を拡充 す る と と も に 、(公 財 )

都 市緑化 機構に よ る「都市の オアシ ス」の認定 更 新 を 行 い ま し た 。ま

た 、ドラ イミス ト は６～９ 月にか け て稼働し ま し た 。  

 

③  市やま ち場で 行 われてい る取組 み に参加し て 、環 境 啓 発 活 動 を 実 施

し ました 。10月に環 境フェス タに 参 加 し、６ 月及 び ２ ～ ３ 月 に か け て
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マ イボト ル・マ イ カップ事 業の普 及 キャンペ ー ン を 実 施 し ま し た 。  

マ イ ボ ト ル 給 水 機  平成 26年 度  平 成 27年度  平 成 28年 度  

 給水量  6,229ℓ／年  5,891ℓ／ 年  4,065ℓ／ 年  

  ※ 平 成 29年 １ 月 12日 か ら ３ 月 31日 ま で 、コ ピ ス リ ニ ュ ー ア ル に 伴 い 休 止  

 

（３ ） 住 宅 関 連事 業（ 定 款第 ４ 条 第 １ 項 第 ３号 事 業 ）  

 

①  空家（資 源）活用 制度化へ 向けて、昨年 度実 施 し た ア ン ケ ー ト を も

とに、住 宅の活 用 に興味が ある方 へ ヒアリン グ を 実 施 し ま し た 。  

 

②  市や専 門家と と もに、分 譲マ ンシ ョ ン 管理 組 合 に 対 す る 支 援 等 に つ

い て、取 組みを 研 究しまし た。  

 

③  市 や JTIと 連 携 し て 高 齢 者 世 帯 の 住 み 替 え 支 援 を 行 っ て い ま す 。 事

業 開始よ り 5年経過 したため 、関係 者へ のヒ アリ ン グ 等 に よ り 検 証 し、

住 み 替 え 制 度 利 用 に 至 ら な く と も 耐 震 化 が 図 ら れ る 等 一 定 の 成 果 や

ス トック 活用へ の 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 当 面 、 事 業 は 継 続 し ま す 。 

ＪＴＩ制度による実績  H23 H24 H25 H26 H27 H28 合 計  

相談 件数  66 33 19 17 9 12 156件  

制度 利用 実績登 録  7 9 2 4 0 1 23件  

制度 利用 申込件 数  1 2 0 0 0 0 3件  

 

（４ ） 都 市 活 性化 地域 振 興事 業 （ 定 款 第 ４ 条第 １ 項 第 ４ 号 事 業 ）  

 

①  吉祥寺 におけ る 観光資源 、新た な 待合 せス ポ ッ ト と し て 、井 の 頭自

然文化園 で愛さ れ てきたア ジアゾ ウ のはな子 の 銅 像 設 置 を 計 画 し 、募

金活動を 実施の 上 、銅像製 作を行 い ました。 （ 8月 か ら は 吉 祥 寺 「 は

な子」像 設置実 行 委員会事 業とし て 実施）  

 

②  地域活 性化を 目 的とした 、ま ち 場 によ る自 主 的 な 活 動 に 対 し 、助 成

金 を支出 しまし た 。  

平成 26年度  平 成 27年度  平 成 28年 度  

15 件  15 件  13 件  

11,645千円  9,910千円  8,630千 円  
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③  むさし の創業 サ ポートネ ットの 一 員として 、チ ャ レ ン ジ マ ル シ ェ 事

業 を通じ て、地域 の活性化 と起業 家 支援を目 的 に 、創 業・チ ャ レ ン ジ

の 場を提 供し支 援 しました 。  

 稼 働 日 数  

H27  
上期  37 日  

98 日  
下期  61 日  

H28  
上期  74 日  

132 日  
下期  58 日  

 

④  エフエ フビル の 吉祥寺デ ッキに お いて、イベ ン ト・展 示・食 物 販 等

に よる活 用を図 り 、まちの 活性化 に 寄与しま し た 。  

 稼 働 日 数  

H27  
上期  110 日  

232 日  
下期  122 日  

H28  
上期  110 日  

215 日  
下期  105 日  

 

⑤  エフエ フビル の 吉祥寺デ ッキに 、新 たにオー ニ ン グ や ベ ン チ 等 を 設

置 し、イベン トによ る使用時 以外 は 、誰 でも気軽 に 休 憩 等 に 利 用 で き

る 環境整 備を行 い ました。  

 

（５ ）  不動 産 管理 運 営事 業（ 定 款第 ４ 条第 １項 第 ６ 号 事 業 ）  

 

①  Ｆ＆Ｆビ ル管理 運 営業務  

コ ピス吉 祥寺は ６ 年ぶりの 全館 リ ニ ュー アル を 行 い ま し た 。先 行 し  

て進 めた エレベ ー ターの更 新工事 の 竣工とと も に 、関 係 各 社 と 情 報 を   

共有 して 計画実 現 に向けて 取り組 み ました。  

懸 案 と な っ て い た 賃 料 増 額 を 含 め た 契 約 の 見 直 し に 合 意 し ま し た 。 

ＰＭ業務 を新 事 業 者へ切 り 替 えた こ と を契 機 に 、ビ ル の 収 益 性 の 向

上や 修繕 計画の 見 直しなど 、よ り 効 率的 なビ ル 経 営 を 進 め ま し た 。  

項   目  平成 26年度  平成 27年 度  平 成 28年 度  

収 益 指 数  100.0 102.9 103.6 

入  居  率  99.9％  100.0％  99.8％  

 

②  開発公社 第２、 第 ３、第４ ビ ル管 理 運 営業 務  

適 正な収 益性を 維 持し、商業ビ ルと して持続 可 能 な ビ ル 経 営 を 行 う  
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ため 、協 力業者 と 連携して 管理 ・ 運 営に 取り 組 み ま し た 。  

項   目  平成 26年度  平成 27年 度  平 成 28年 度  

収 益 指 数  100.0 100.6 101.7 

入  居  率  100％  100％  100％  

 

③  スイング ビル管 理 運営業務  

持 続可能 で安定 し たビル経 営を 行 う ため 、新 た な Ｐ Ｍ 事 業 者 と と も  

に、 管理 費及び 修 繕積立金 の在り 方 を検証し ま し た 。  

項   目  平成 26年度  平成 27年 度  平 成 28年 度  

収 益 指 数  100.0 102.6 89.8 

入  居  率  100％  100％  98.3％  

 

④  吉祥寺駅 前共同 ビ ル管理運 営 業務  

筆 頭株主 として 、ビル経営 に積極 的 に参画し て い ま す 。収 益 性 の 向  

上に 取り 組み、 土 地賃貸料 の増額 改 定に至り ま し た 。  

項   目  平成 26年度  平成 27年 度  平 成 28年 度  

収 益 指 数  100 100 133.3 

 

（６ ） 管 理 ・ 運営 事項  

①業務の 効率化  

経 営 計 画 に 基 づ き 、 ま ち づ く り 事 業 を 更 に 推 進 す る こ と や 、 組 織

力・組織 の持続 性を 高めるた め、会 計業 務のアウ ト ソ ー ス を 実 施 し ま

した。29年度か らは エフエフ ビル管 理 組合の会 計 業 務 も ア ウ ト ソ ー ス

するため 、その 準 備に取り 組みま し た。  

 

②公益目 的支出 計 画実施報 告書 の 提 出  

移行後３ 回目の 公 益目的支 出計画 実 施報告書 を 、理 事 会 及 び 評 議 員

会の承認 を得た の ち、28年６ 月 24日に 東京都公 益 認 定 等 委 員 会 へ 提 出

しました 。今後 も 着実に公 益事業 を 実施して い き ま す 。  

 


